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９月定例会

決算特別委員会

議案審議

議会報告会「未来を話す会」

一般質問

令和２年７月豪雨

被害状況は !?

写真／町道崩落現場（大寺北組地内）
（関連記事 16ページ）
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　田
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　朋

　令
和
２
年
７
月
豪
雨
の
被
災
状

況
を
確
認
す
る
た
め
、
い
ち
早
く

議
員
全
員
で
町
内
の
被
害
箇
所
を

視
察
し
て
き
ま
し
た
。
被
害
の
大

き
さ
を
目
の
当
た
り
に
し
て
、
あ

ら
た
め
て
こ
の
た
び
の
豪
雨
の
甚

大
さ
を
思
い
知
ら
さ
れ
ま
し
た
。

　こ
れ
ま
で
こ
の
町
は
比
較
的
災

害
の
少
な
い
町
で
し
た
が
、
近
年

の
気
象
状
況
を
見
て
み
る
と
、
全

国
的
に
大
き
な
災
害
が
ど
こ
に
で

も
起
こ
り
う
る
今
、
山
辺
町
で
も

一
人
ひ
と
り
が
地
域
の
地
形
や
状

況
を
把
握
し
、
被
害
を
最
小
限
に

抑
え
る
備
え
を
し
て
お
く
こ
と
が

必
要
な
の
だ
と
考
え
さ
せ
ら
れ
ま

し
た
。

　新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
脅

威
で
明
け
た
今
年
も
猛
暑
も
過

ぎ
、
耳
を
澄
ま
せ
ば
コ
オ
ロ
ギ

な
ど
の
虫
の
音
が
響
き
渡
る
季

節
へ
と
進
ん
で
参
り
ま
し
た
。

　私
た
ち
人
間
の
傲
慢
さ
が
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
出
現
や
気

候
変
動
に
よ
る
豪
雨
災
害
の
多

発
を
生
ん
で
い
る
の
で
は
!?

　Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
（
無
）
意
識
に

求
め
た
全
議
員
の
質
問
だ
っ
た

の
で
は
と
感
じ
ま
し
た
。

　か
け
が
え
の
な
い
自
然
と
街

並
み
を
い
つ
ま
で
も
求
め
続
け

て
参
り
ま
し
ょ
う
。峯

田

　博 

記 

あなたの声をお聞かせください
～山形県スポーツウエルネス吹矢協会　りんどう山辺支部

の方からのメッセージ～

━私たちはみなさんの活動を応援しています━

　平成28年３月に設立。県協会に入会し現在28
名の会員で、健康を目的としたスポーツです。腹
式呼吸による体調の改善、内臓・肺機能の活性
化、喘息の改善、集中力の向上、ストレス解消など
「礼に始まり礼に終わる」基本動作による武道に類
し、級位・段位の認定制度もあります。
　特に、昨今のコロナ禍に伴う自粛で体力、気力
の低下などが懸念されますが、会員は「いつまで

も若々しく元気に暮らすために」自宅での練習や
公民館での練習に励んでいます。是非、皆さんも
健康で楽しい運動とストレス解消に参加してはい
かがですか。どなたでも歓迎します。

練習日
毎週月曜日　午前10時～正午まで
毎週木曜日　午後１時～午後３時まで
会場は、相模公民館

ストレス解消のため集中して練習に励む会員

吹矢で楽しく
健康増進と

地域コミュニティづくり

16やまのべ議会だより 2020vol.110



さらなる安全・安心・暮ら　みんなの暮ら
しに　

こう役立ちま
した！

令和元年度 一般会計・特別 　

監査委員報告
　令和元年度一般会計および特別会計の歳入歳出決算について、附属書類は関係法令に準拠し作成され

ており、かつ正確であり、予算の執行状況および決算内容について、適正に処理されているものと認める。

　なお、主な指摘事項は、次のとおりである。

①現在取り組んでいる各事業について、PDCA※サイクルを基に検証と見直しをし、

改善を実施されたい。

②各種事業や団体に補助金を交付している場合は、趣旨に沿った内容か、補助金額

は適正かなどを組織的に十分に調査・検討されたい。

③消耗品費・光熱水費は、本庁舎はもちろん、学校関係など町全体で節減に関して

再度意思統一を図られたい。 渡邊俊博代表監査委員

※ Plan（計画）・Do（実行）・Check（評価）・Action（改善）、この４つを繰り返すことにより継続的に改善していく手法のこと

１億1150万円
◎豊かで活力のある産業のまちづくり
商工業・観光振興／農業担い手育成支援／有害鳥獣被害対策／玉虫沼農
村公園管理運営など

◎美しく住みやすい安全・安心なまちづくり
コミュニティバス運行／山辺温泉保養センター運営／防犯事業／地域コ
ミュニティ推進／交通安全事業／住宅建設支援／除雪事業／常備消防活
動／消防団活動／ドクターヘリ支援など ３億9716万円

◎健やかで安らぎのある助け合いのまちづくり
疾病予防／母子保健／健やか健診・検診／健康延伸／子育て支援／保育
事業／幼稚園奨励補助／放課後児童クラブ推進など ２億9400万円

◎人と心と文化を育むまちづくり
小中学校管理／公民館管理／資料館・交流センター管理／芸術文化振興
／体育スポーツ振興／体育施設維持管理など ３億2924万円

◎人にやさしい環境型のまちづくり
山形広域環境事務組合負担金／ごみ減量化対策／ごみ処理対策など １億3746万円
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しやすいまちづくりの推進 第３回定例会
９月７日～18日

認
定会計総額 92億 7585 万円

定
例
会
の
あ
ら
ま
し

　
第
３
回
定
例
会
が
、
９
月
７
日
か
ら
９
月
18
日
ま
で
の
12
日

間
の
日
程
で
開
催
さ
れ
、
10
人
の
議
員
が
一
般
質
問
を
行
い
ま

し
た
。
ま
た
、
町
教
育
委
員
の
任
命
の
同
意
を
は
じ
め
、
条
例

改
正
お
よ
び
条
例
制
定
２
議
案
、
一
般
会
計
決
算
お
よ
び
特
別

会
計
決
算
６
議
案
、
な
ら
び
に
補
正
予
算
を
審
議
し
、
原
案
ど

お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
令
和
元
年
度
健
全
化
判
断
比
率
お
よ

び
公
営
企
業
の
資
金
不
足
比
率
に
つ
い
て
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

令和元年度　決算状況
項　　　　目 歳入決算額 歳出決算額

一　　般　　会　　計 59億 270万3940円 57億 823万9808円

特
別
会
計

国 民 健 康 保 険 14億6914万6560円 14億4694万8120円

簡 易 水 道 等 3376万3093円 3262万9551円

公 共 下 水 道 4億6699万4420円 4億8310万9825円

介 護 保 険 15億3770万 946円 14億5119万3227円

後期高齢者医療 1億5665万6942円 1億5373万2942円

計 36億6426万1961円 35億6761万3665円

合　　　　計 95億6696万5901円 92億7585万3473円

認定こども園
施設整備事業
２億3374万円

町中央公園および
体育施設

指定管理委託費
2641万円

やまのべコミュニティバス
車両購入費

488万円

令和元年度一般会計主な重点事業

2020vol.110 2やまのべ議会だより

民間のノウハウを生かした管理運営を 地域一斉清掃の様子（近江地区） 新しくなったコミュニティバス



第
２
分
科
会

厚生産業

どのように活かされたか！
町民の暮らし向上に チェッ

ク

町
民
生
活
課
・
保
健
福
祉
課
・
産
業
課

農
業
委
員
会
・
建
設
課

2020vol.1105 やまのべ議会だより

作業するシルバー人材センターの方々

計画的な点検、修繕を

Q 

交
通
災
害
共
済
加

入
推
進
交
付
金
が

減
っ
て
い
る
が
、
運
営
に

影
響
は
な
い
の
か
。
ま
た
、

加
入
者
へ
の
見
舞
金
支
払

の
実
績
は
。

A
影
響
は
な
い
が
、

各
地
区
員
の
負
担

軽
減
を
考
慮
し
、
加
入
方

法
変
更
し
、
申
込
用
紙 

は
全
戸
配
布
し
て
い
る
。

加
入
会
費
62
万
円
、
見
舞

金
の
支
給
は
16
件
で
86
万

円
の
実
績
だ
っ
た
。

 

（
町
民
生
活
課
）

Q
健
康
延
伸
展
開
事

業
の
開
催
と
事
業

内
容
お
よ
び
利
用
延
べ
人

数
は
。A

平
成
16
年
の
保
健

セ
ン
タ
ー
開
設
当

初
か
ら
開
催
し
、
元
年
度

は
９
コ
ー
ス
で
実
施
し
た

が
、
３
月
か
ら
の
新
型
コ

ロ
ナ
の
影
響
に
よ
り
利
用

者
数
は
１
０
、
７
３
８
人

で
23
・
２
％
の
減
少
と

な
っ
た
。

 

（
保
健
福
祉
課
）

状
況
下
で
、
業
務
は
で
き

て
い
な
い
。 

（
産
業
課
）

Q
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
事
業
内
容

と
人
員
体
制
、
稼
働
率
な

ど
は
。A

総
事
業
費
は
６
５

０
０
万
円
（
内
、

国
６
９
０
万
円
、
町
６
９

０
万
円
）。
人
員
は
１
７

４
名
、
昨
年
よ
り
３
名
減
。

就
業
率
は
71
％
、
受
託
件

数
は
１
、１
９
５
件
。
内

容
は
草
刈
り
、
福
祉
施
設

の
配
膳
、
施
設
管
理
な
ど
。

町
と
し
て
も
新
た
に
活
動

Q
農
業
担
い
手
の
育

成
・
支
援
の
現
状

は
。A

各
市
町
村
に
お
い

て
担
い
手
の
確
保

が
喫
緊
の
課
題
で
あ
り
、

引
き
続
き
補
助
事
業
を
活

用
し
て
の
利
用
集
積
や
規

模
拡
大
、
法
人
化
に
向
け

た
支
援
策
を
講
じ
て
い
く
。

 

（
産
業
課
）

Q
観
光
大
使
の
状
況

は
。

A
現
時
点
で
は
、
仕

事
や
コ
ロ
ナ
禍
の

で
き
る
事
業
内
容
を
模
索

し
た
い
。 

（
産
業
課
）

Q
玉
虫
沼
農
村
公
園

（
か
お
り
の
広
場
）

の
現
状
と
見
通
し
は
。

A
令
和
元
年
８
月
ま

で
は
指
定
管
理
。

９
月
か
ら
は
町
が
直
営
で

行
っ
て
い
る
。
ラ
ベ
ン

ダ
ー
は
湿
気
と
暑
さ
に
弱

く
、
長
雨
と
そ
の
後
の
猛

暑
の
影
響
に
よ
り
、
６
割

が
枯
れ
て
い
る
状
況
。
観

光
面
の
財
産
で
も
あ
る
の

で
、
し
っ
か
り
と
分
析
を

し
方
針
を
検
討
し
た
い
。

 

（
産
業
課
）

Q
道
路
橋
梁
整
備
事

業
で
、
町
の
橋
梁

数
、
点
検
、
修
繕
は
。

A
橋
は
町
全
体
で
68

橋
、
山
間
部
が
７

割
で
あ
る
。
令
和
２
年
度

で 

点
検
は
終
了
す
る
。

　
修
繕
は
４
段
階
の
３
ま

で
終
了
。
架
け
替
え
は
な

い
。 

（
建
設
課
）

Q
町
営
芦
沢
住
宅
の

今
後
は
。

A
住
宅
計
画
で
は
、

建
替
え
だ
が
、
解

体
を
含
め
見
直
し
す
る
必

要
が
あ
る
。 

（
建
設
課
）

第
１
分
科
会

　９月７日に、議長を除く全議員が所属する決算特別委員
会が設置され、委員長に鍋倉竹志氏、副委員長に佐藤利和
氏を選出いたしました。10・11日は総務文教関係、14・
15 日は厚生産業関係を審査し、18 日の本会議にて全会
一致で認定しました。

総務文教

Q＆A
決算特別委員会

総
務
課
・
防
災
対
策
課
・
税
務
課
・
会
計
課
・
政
策
推
進
課

教
育
委
員
会
教
育
課
・
議
会
事
務
局
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現在用意されている備蓄品

子ども研究者体験セミナーの様子

Q
災
害
備
蓄
品
で
食

品
の
ア
レ
ル
ギ
ー

対
応
は
。

A
赤
ち
ゃ
ん
の
ア
レ

ル
ギ
ー
対
応
の
ミ

ル
ク
は
備
蓄
し
て
い
る
が
、

大
人
用
の
食
品
は
各
自
に

対
応
を
お
願
い
し
て
い
る 

（
防
災
マ
ッ
プ
に
も
記
載

し
て
い
る
）。 

 

（
防
災
対
策
課
）

Q
東
京
顕
微
鏡
院
夏

休
み
子
ど
も
研
究

者
体
験
セ
ミ
ナ
ー
の
研
修

内
容
は
。

A
手
洗
い
前
後
の
菌

数
の
違
い
な
ど
。

感
想
は
東
京
の
児
童
と
交

流
し
、
良
い
体
験
が
で
き

た
な
ど
が
あ
っ
た
。

 

（
教
育
課
）

Q
教
育
相
談
員
の
活

動
状
況
は
。

A
相
談
専
門
員
１
名
、

支
援
相
談
員
３
名

の
計
４
名
。
相
談
内
容

Q
財
政
調
整
基
金
積

立
の
目
安
は
。

A
基
準
は
標
準
財
政

規
模
の
10
％
（
当

町
で
は
３
億
円
程
度
）。

コ
ロ
ナ
、
災
害
な
ど
急
な

支
出
の
た
め
基
金
が
必
要
。

 
（
総
務
課
）

Q
消
防
団
は
定
数
に

対
し
て
実
際
の
人

数
は
。
７
月
豪
雨
災
害
で

の
出
動
団
員
は
ど
う
だ
っ

た
の
か
。
今
後
は
人
的
救

助
も
課
題
だ
と
思
う
。

A
消
防
団
の
実
人
数

は 

２
９
９
名
。
豪

雨
当
日
は
平
日
の
日
中
か

ら
の
参
集
だ
が
、
１
４
６

名
が
出
動
し
広
報
活
動
や

救
助
活
動
を
行
い
、
地
区

に
よ
っ
て
10
名
の
救
助
を

し
た
と
こ
ろ
も
あ
る
。
一

定
の
人
数
が
確
保
さ
れ
て

い
る
と
認
識
し
て
い
る
。

災
害
対
応
に
は
、
消
防
団

の
確
保
は
も
ち
ろ
ん
だ
が
、

自
主
防
災
組
織
や
地
域
全

体
の
協
力
が
必
要
で
あ
る
。

 
（
防
災
対
策
課
）

は
不
登
校
、
進
路
相
談
、

い
じ
め
な
ど
４
０
５
件
。

 

（
教
育
課
）

Q
い
じ
め
問
題
の
状

況
は
。

A
い
じ
め
の
定
義
が

変
わ
り
、
小
学
校

は
い
じ
め
の
件
数
は
増
え

て
い
る
。
中
学
校
は
横
ば

い
で
あ
る
。
大
き
な
問
題

ま
で
は
至
っ
て
い
な
い
。

 

（
教
育
課
）

Q
ふ
る
さ
と
納
税
の

記
念
品
の
状
況
と

ク
レ
ー
ム
な
ど
は
。

A
約
１
億
２
千
万
円

の
寄
附
が
あ
り
、

選
ば
れ
た
記
念
品
は
、
１

位
は
サ
ク
ラ
ン
ボ
、
２
位

は
米
、
３
位
は
リ
ン
ゴ
と

続
く
。
ク
レ
ー
ム
に
つ
い

て
は
、
各
事
業
所
と
連

携
し
て
対
応
し
て
い
る
。

 

（
政
策
推
進
課
）



議 案より良いまちづくりを
目指して
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議

案

審

議

度
地
方
財
政
対
策

お
よ
び
地
方
税
制

改
正
に
向
け
、
確

実
に
実
現
さ
れ
る

よ
う
、
議
会
よ
り

内
閣
総
理
大
臣
ほ

か
関
係
大
臣
に
意

見
書
を
提
出
す
る

も
の
で
す
。

国
に
対
し
国
連
で
採
択
さ
れ
た
「
核
兵
器

禁
止
条
約
の
日
本
政
府
の
署
名
と
批
准
を

求
め
る
意
見
書
」
の
採
択
と
提
出
を
求
め

る
請
願
書

　
今
も
世
界
に
は
１
万
４
千
発
余
の
核
兵

器
が
あ
り
、
人
類
の
生
存
を
脅
か
し
て
い

ま
す
。
核
戦
争
を
防
ぐ
道
は
、
核
兵
器
を

禁
止
・
廃
絶
す
る
こ
と
で
す
。
国
連
で
採

択
さ
れ
た
核
兵
器
禁
止
条
約
は
、
50
カ
国

以
上
が
批
准
す
れ
ば
発
効
し
ま
す
。
現
在

の
批
准
国
は
40
カ
国
と
な
り
発
効
の
日
が

近
づ
い
て
い
ま
す
。

　
当
議
会
は
平
成
３
年
６
月
に
「
山
辺
町

平
和
都
市
宣
言
」
を
決
議
し
、「
核
兵
器

廃
絶
を
訴
え
」
て
い
ま
す
。

　
意
見
書
の
採
択
は
、
町
と
議
会
の
取
り

組
み
と
一
致
す
る
も
の
で
あ
り
、
条
約
の

発
効
に
町
と
議
会
が
後
押
し
し
、
我
が
国

が
核
兵
器
廃
絶
に
寄
与
す
べ
き
と
の
趣
旨

で
す
。

主
な
条
例
の
制
定

議

員

発

議

◎
山
辺
町
一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制

定
に
つ
い
て

◎
令
和
２
年
７
月
豪
雨
災
害
に
よ
る
被
災

者
に
対
す
る
町
税
等
の
減
免
に
関
す
る

条
例
の
制
定
に
つ
い
て

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に

伴
う
地
方
財
政
の
急
激
な
悪
化
に
対
し
地

方
税
財
源
の
確
保
を
求
め
る
意
見
書

　
現
在
も
世
界
で
猛
威
を
振
る
い
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
は
、
甚

大
な
経
済
的
・
社
会
的
影
響
を
も
た
ら
し

て
お
り
ま
す
。
国
内
で
は
、
国
民
生
活
へ

の
不
安
が
続
い
て
い
る
中
で
、
地
方
税
・

地
方
交
付
税
等
の
一
般
財
源
の
激
減
が
避

け
が
た
い
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
地
方
自
治
体
は
、
福
祉
・
医
療
、
教
育
・

子
育
て
、
防
災
・
減
災
、
地
方
創
生
、
地

域
経
済
活
性
化
、
雇
用
対
策
な
ど
喫
緊
の

財
政
需
要
へ
の
対
応
を
は
じ
め
、
長
期
化

す
る
感
染
症
対
策
に
も
迫
ら
れ
、
今
後
の

地
方
財
政
は
、
か
つ
て
な
い
厳
し
い
状
況

に
な
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
ま
す
。

　
よ
っ
て
、
国
に
お
い
て
は
、
令
和
３
年

請 願 名 国に対し「再審法（刑事訴訟法の再審規程）」の改正を求める意見書の採択、提出を求
める請願について

請 願 者 日本国民救援会山形県本部　　　会　長　佐藤 欣哉

紹介議員 峯田 博 結 　 果 継続審査（委員会付託）

請 願 名 国に対し国連で採択された「核兵器禁止条約の日本政府の署名と批准を求める意見書」
の採択と提出を求める請願書

請 願 者 原水爆禁止東村山郡実行委員会　　　会　長　渡辺 知広

紹介議員 峯田 博 結 　 果 採択

請　願

審 議 豪雨災害・コロナ禍に適応した
一般会計補正予算に
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◎主な内容
・新型コロナ対策商品券配布事業補助
　（元気マシマシやまのべ券）
 ……………… 4375万円の増額
・ふるさと応援事業（記念品送付を含む）
 ………………7932万円の増額
・コンビニ収納システム導入委託料
 …………………682万円の増額
・福祉灯油購入費助成扶助 …170万円の増額
・新生児特別定額給付金 …800万円の増額
・農業振興 ６次産業化・地産地消推進事業
 …………………324万円の増額
・豪雨災害による土地改良施設維持管理事業
 …………………330万円の増額
・新型コロナウイルス感染症経済対策事業
　プレミアム付商品券補助金
 ………………2650万円の増額

総額73億3641万円に令和２年度 一般会計補正予算

ますます期待されるふるさと納税記念品

・除雪事業  ……………3000万円の増額
・豪雨災害による道路橋梁災害復旧事業
 ………………9900万円の増額
・河川等災害復旧事業・崩落土倒木等撤去
委託料 …………………300万円の増額

・豪雨災害による農業災害復旧費
 ………………2200万円の増額
・防災備品整備事業
　コロナ感染症対策備品購入費
 …………………117万円の増額

会
計
名

理
　
由

本
年
度
予
算
額

国
民
健
康
保
険

特
別
会
計

事
業
費
納
付
金
の
減
に
よ
り

３
７
０
万
円
を
減
額

総
額

 

14
億
９
３
６
０
万
円

介
護
保
険
特
別

会
計

前
年
度
返
還
金
な
ど

８
４
７
４
万
円
の
追
加

総
額

 

17
億
４
８
２
８
万
円

後
期
高
齢
者

医
療
特
別
会
計

前
年
度
決
算
に
よ
り

２
６
５
万
円
の
追
加

総
額

 

１
億
７
６
３
６
万
円

令
和
２
年
度

　
山
辺
町
簡
易
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

令
和
２
年
度

　
山
辺
町
公
共
下
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

　
令
和
元
年
度
決
算
が
確
定
し
ま
し
た
の
で
、
令
和
２
年
４
月
１

日
現
在
の
資
産
、
負
債
お
よ
び
資
本
の
額
を
補
正
す
る
も
の
で
す
。

資
産
の
部

負
債
の
部

資
産
合
計

４
億
１
０
２
０
万
円

負
債
資
本
合
計

４
億
１
０
２
０
万
円

　
令
和
元
年
度
決
算
が
確
定
し
ま
し
た
の
で
、
令
和
２
年
４
月
１

日
現
在
の
資
産
、
負
債
お
よ
び
資
本
の
額
を
補
正
す
る
も
の
で
す
。

資
産
の
部

負
債
の
部

資
産
合
計

61
億
９
２
２
万
円

負
債
資
本
合
計61

億
９
２
２
万
円

令
和
２
年
度 

特
別
会
計
補
正
予
算

３億2175万円を追加し



第 10回議会
未 来

を

○大雨でぬれた畳などの処分は、高齢者では大変である。処分の
仕方をもう少し簡単に出来る方法を町で考えるべき。

○須川と水門の関係性は国との連携が必要では。
○須川の掘削が進めばここまでひどい状況にはならなかったのでは。
○水害後乾いた臭い砂ぼこりが舞った。消火栓を使えるようにしてほしいと役場に連絡したが、庁舎
内を２～３カ所電話を回されるようなことがあり、前例が無いと断られた。

○自主防災の連携が必要だ。
○豪雨のときにいたるところで通行止めになり、町に帰ってくるのに大変苦労した。排水を考えるべき。
○山形市では高齢者向けの、クイズなどを取り入れた分かりやすい「防災講座」があった。町でも開
催してほしい。

災害

○町の観光施設は具体的にどこなのか。安国寺やオリエ
ンタルカーペットなど、見学することは出来ないのか。

○コロナ禍で、数々のイベントが中止になり、町の観光に影響があった。
○イベントを続けて行ってきた。継続には費用がかかるので支援して欲しいとお願いしたが、町から
は「そんなにお金が欲しいのか」というような内容の辛らつな言葉があった。

○棚田は町の宝だというならば、棚田の上から望めるよう整備をすべき。

○農業後継者や若手就農者育成のため、町も助成金を掲げているが実際どうなのか。
○今ある産物の栽培などで精一杯なので、新たな特産品などを考える余裕はない。助成金より、地域
おこし協力隊の活用も含め、若者がやりたくなるようなヒントやアイデアを出して後押ししてほしい。

○議員定数を減らし報酬を上げ、40～50代の若い議員が出られるようにしないと10年後の未来はな
い。出来なければ財政的にも山形市と合併する方向を考えるべきでは。

○議会だよりは分かりやすいが、文字が多い。カラー化は出来ないのか。
○９月定例会を傍聴した。議場が暑く大変だった。節電とはいえ使うべき時は使ってほしい。

観光

農業後継者

その他
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議

会

報

告

会

報告会

話 す 会
ご
参
加
い
た
だ
き

 
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

○工場誘致だけでは転入が増えない。プロジェクトを作り、メンバーは住民、議員、町職員など。学
識経験者だけではだめ。

○土地の価格を下げ、若い人が町に来やすくする。
○住宅を購入しやすくする政策を。子供が住める状況をつくってほしい。

人口増加

○緑ケ丘の道路が、枝があって安全な交通に影響がある。
○国道458号の大塚地内、歩道未整備箇所を早急に設
置してほしいと２年も続けて要望しているが、相変わ
らずだ。大変危険なので早急に実現してほしい。

○子どもたちの通学路の歩道整備や信号機の設置が進
まない。

道路

○敬老会を地区に任せるのは地区委員の負担が大きくなる。行政が関与すべき。
○地区では高齢化になり、外に出なくなっている。高齢の方が出かけやすい身近な体操などや、ウオー
キングなどのイベントを考えてほしい。

○山辺温泉の指定管理者が変わったようだが、山形市内では入浴100円、大広間無料のところがあり、
大江町では無料送迎バスもある。高齢者が気軽に入れて大広間でのお茶飲みなども増えれば、認知
症予防につながるのでは。

福祉

　
10
回
目
と
な
る
議
会
報
告
会
を
9
月
26
日
（
土
）、
中
央
公

民
館
で
開
催
し
ま
し
た
。

　
今
回
は
２
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、
コ
ロ
ナ
感
染
予
防
の

た
め
参
加
者
と
議
員
が
少
し
ず
つ
間
隔
を
と
り
、
話
す
と
き
だ

け
マ
ス
ク
を
は
ず
し
て
の
話
し
合
い
に
な
り
ま
し
た
。

　
コ
ロ
ナ
の
影
響
も
あ
っ
た
の
か
参
加
人
数
は
少
な
か
っ
た
も

の
の
、
７
月
の
豪
雨
被
害
な
ど
も
あ
り
、
た
く
さ
ん
の
お
声
を

お
聴
き
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
い
た
だ
い
た
ご
意
見
は
、
今
後
の
ま
ち
づ
く
り
に
生
か
し
て

い
き
ま
す
。
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質問

住
民
避
難
状
況
を
町

当
局
は
、
ど
の
よ
う

に
検
証
し
、
評
価
、
分
析

し
て
い
る
の
か
。

答弁

今
回
、
避
難
者
数
が

多
か
っ
た
こ
と
は
、

日
中
の
大
雨
で
、
テ
レ
ビ

な
ど
で
事
前
に
気
象
情
報

が
入
手
で
き
る
状
況
で

あ
っ
た
こ
と
や
、
避
難
情

報
の
発
令
時
刻
も
早
い
時

刻
で
あ
っ
た
こ
と
、
ま
た
、

昨
年
の
台
風
19
号
で
の
教

訓
が
生
か
さ
れ
、
災
害
に

対
す
る
住
民
意
識
も
「
自

分
の
命
は
自
分
で
守
る
」

と
の
「
自
助
」
意
識
へ
と

変
わ
っ
て
き
た
こ
と
な
ど

も
理
由
の
一
つ
と
考
え
て

い
る
。

質問

山
辺
地
区
に
あ
る
町

内
会
の
自
主
防
災
会

は
、
ど
の
程
度
組
織
化
さ

れ
て
い
る
の
か
、
そ
し
て
、

自
主
防
災
会
に
ど
の
よ
う

な
活
動
を
町
が
望
み
、
期

待
す
る
こ
と
は
。

答弁

町
全
体
の
自
主
防
災

組
織
率
は
67
組
織

90
・
２
％
で
、
山
辺
地
区

の
自
主
防
災
組
織
は
、
46

地
区
の
う
ち
36
地
区
、
組

織
率
は
84
・
０
％
と
な
っ

て
い
る
。
町
と
し
て
は
、

自
主
防
災
組
織
は
、
災
害

時
に
地
域
住
民
同
士
の
連

携
に
よ
る
避
難
お
よ
び
避

難
生
活
に
必
要
な
、
避
難

所
で
の
運
営
活
動
、
災
害

弱
者
の
安
否
確
認
を
行
う

な
ど
、
地
域
で
の
重
要
な

活
動
組
織
と
認
識
し
て
お

り
、「
公
助
」
で
は
行
き

届
か
な
い
部
分
を
地
域
で

補
う
「
共
助
」
の
部
分
と

し
て
、
大
変
期
待
を
寄
せ

て
い
る
。

質問

町
内
で
の
総
雨
量
は
。

答弁

国
交
省
管
轄
の
大
沼

観
測
所
１
９
６
ミ
リ
、

県
所
管
の
役
場
１
５
９
ミ

リ
で
過
去
最
大
の
降
雨
量

を
記
録
し
た
。

質問

水
害
防
止
に
向
け
た

各
河
川
の
点
検
、
確

認
は
。

答弁

今
年
度
に
境
ノ
目
川

合
流
付
近
と
三
河
橋

下
流
で
河
道
掘
削
工
事
が

予
定
さ
れ
て
い
る
。
河
川

な
ど
の
点
検
・
確
認
に
つ

い
て
は
、
関
係
機
関
と
さ

ら
に
連
携
を
取
り
パ
ト

ロ
ー
ル
を
強
化
す
る
な
ど

災
害
の
未
然
防
止
に
努
め

て
い
く
。

質問

内
水
氾
濫
に
対
し
、

遊
休
農
地
を
活
用
し

た
遊
水
池
の
設
置
は
。

答弁

排
水
経
路
の
現
況
を

確
認
し
検
討
し
て
い

く
。

質問

激
甚
災
害
の
指
定
に

よ
り
、
被
災
農
家
の

補
助
率
の
見
直
し
は
。

答弁

補
助
率
の
か
さ
上
げ

を
検
討
し
て
い
る
。

質問

耕
作
放
棄

地
な
ど
畑

地
か
ら
の
雨
水

処
理
対
策
は
。

答弁

各
種
補
助

事
業
の
活

用
と
土
地
所
有

者
や
地
域
住
民

と
の
自
助
・
共

助
体
制
の
構
築
、

支
援
を
推
進
し

て
い
く
。

質問

森
林
内
の
作
業
道
復

旧
に
対
し
、
町
独
自

の
補
助
制
度
の
創
設
は
。

答弁

十
分
検
討
し
て
い
く
。

災
害
復
旧
に
つ
い
て

は
随
時
相
談
に
応
じ
て
い

く
。

質問

町
独
自
で
の
雨
量
計

の
設
置
は
。

答弁

設
置
は
困
難
で
あ
る

が
、
必
要
性
を
検
討

し
な
が
ら
、
国
や
県
に
追

加
設
置
の
働
き
か
け
を
し

て
い
く
。

山地排水による農地への冠水（根際第２地区）

豪雨の現状（鍛冶町～三河尻地区）

自助・共助・
公助

令
和
２
年
７
月
28
日
の
豪
雨
災
害
で
浮
き
だ
さ
れ
た

 

自
助
・
共
助
・
公
助
、
そ
し
て
分
散
避
難
問
題
は

（
町
長
）今
回
の
災
害
対
応
を
精
査
し
、「
自
助
・

共
助
・
公
助
」
が
連
携
で
き
る
よ
う
、
さ
ら
な

る
災
害
対
応
力
の
強
化
に
努
め
て
い
く

鍋倉　竹志

豪雨災害

山
地
や
湖
沼
か
ら
の
水
害
防
止
の
た
め
の

 

水
路
な
ど
の
安
全
点
検
・
確
認
を

（
町
長
）「
自
分
の
地
域
は
自
分
で
守
る
」

意
識
改
革
と
共
助
へ
の
体
制
づ
く
り
を

支
援
し
て
い
く

神保　　稔
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一

般

質

問

町政のここはどうする？
　一般質問は、議員が町の行財政や将来に対する考え方などを問い、
適切な町政運営を進めているかチェックするものです。山辺町議会
では、年4回の定例会で議員が一般質問をしています。

定例会のお知らせ
次回の定例会は12月です。傍聴については、
町ホームページをご覧ください。
電話 023-667-1117（議会事務局）

町ホームページで
議会中継を

発信中!!

※一般質問は、一問一答方式ですが、紙面の関係で
主な質問と答弁を要約して掲載しています。９月定例会では、10人の議員が一般質問を行いました。

一般質問

鍋倉　竹志　　　　　　　令和２年７月28日の豪雨災害
で浮きだされた自助・共助・公助、
そして分散避難問題は

神保　　稔　　　　　　　山地や湖沼からの水害防止のた
めの水路などの安全点検・確認を

佐藤　利和　　　　　　　第二波にむけてのコロナ支援と
７月末の大雨による災害対応は

武田啓一郎　　　　　　　新生活様式の取り組み方
　　　　　　　　　　　　　地域団体などの活動再開は

遠藤真由美　　　　　　　豪雨災害での町民の不安を和ら
げる今後の対策を

峯田　　博　　　　　　　災害対策、新型コロナウイルス
感染対策、国保税などの減免は

竹俣　　朋　　　　　　　災害時避難行動要配慮者への
福祉避難所の拡充を

渡邉　裕二　　　　　　　山辺町の自主防災組織、ブロック
協議会のあり方は

斉藤　昭彦　　　　　　　①災害時の避難所運営は
　　　　　　　　　　　　　②内水氾濫防止用の排水水中ポ

ンプ設置を

安達　春彦　　　　　　　新型コロナウイルス感染症対策
と財政調整基金の活用方針は

自助・共助・公助 国保税など

豪雨災害

豪雨対策

コロナ感染と大雨対策
地域力強化

災害・福祉

新生活様式
避難所運営

新型コロナ対策

議
会
が「
政
策
提
言
書
を
提
出
」

　
町
の
政
策
が
発
展
的
、
効
率
的
に
行
わ
れ
る
よ
う
総
務
文
教
常
任
委
員
会
、
厚
生
産
業
常

任
委
員
会
、広
報
常
任
委
員
会
で
そ
れ
ぞ
れ
議
論
し
、検
討
し
て
き
た
政
策
の
方
向
性
を
「
提

言
書
」
と
し
て
取
り
ま
と
め
、
10
月
６
日
樋
口
和
男
議
長
か
ら
町
長
へ
提
出
し
ま
し
た
。

者
の
移
動
手
段
の
確
保
と
町
民
ニ
ー
ズ
に
対
応
し

た
運
行
を
考
慮
す
る
な
ど
、
さ
ら
な
る
利
用
促
進

に
繋
が
る
施
策
の
確
立
に
努
め
て
ほ
し
い
。

６
． 

山
辺
温
泉
保
養
セ
ン
タ
ー
の
利
用
促
進

　
今
年
度
よ
り
新
た
な
指
定
管
理
者
で
運
営
さ
れ

て
い
る
が
、
収
束
の
見
通
せ
な
い
新
型
コ
ロ
ナ
禍

に
伴
い
利
用
客
の
さ
ら
な
る
減
少
が
懸
念
さ
れ
る
。

今
後
に
お
い
て
も
、
運
営
管
理
者
と
の
協
力
体
制

を
強
化
し
な
が
ら
快
適
な
施
設
づ
く
り
に
努
め
て

ほ
し
い
。

７
． 

有
害
鳥
獣
被
害
の
防
止
策
と
支
援
体

制
の
構
築

　
イ
ノ
シ
シ
に
よ
る
農
作
物
な
ど
へ
の
被
害
が
急

増
か
つ
広
範
化
し
、
深
刻
な
状
況
と
な
っ
て
い
る
。

防
止
策
の
さ
ら
な
る
強
化
と
地
域
住
民
も
参
画
し

た
支
援
体
制
の
構
築
に
努
め
て
ほ
し
い
。

１
．
働
き
方
改
革
と
職
場
環
境

　
町
職
員
の
健
康
診
断
や
ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
に

よ
る
と
、
ま
だ
ま
だ
高
ス
ト
レ
ス
の
状
況
が
み
ら

れ
る
。
今
後
、
働
き
方
改
革
、
職
場
環
境
の
見
直

し
や
職
員
交
流
活
動
を
推
進
し
て
ほ
し
い
。

２
．
災
害
発
災
時
の
対
応
力

　
大
規
模
災
害
の
予
報
予
見
、
発
災
情
報
に
基
づ

き
、初
動
活
動
と
し
て
、自
助「
互
近
助
」、共
助「
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
自
主
防
災
組
織
」、公
助
「
行

政
機
関
等
連
携
」
に
お
い
て
、
減
災
対
応
力
を
高

め
て
ほ
し
い
。

３
．
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
環
境
の
提
供

　
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
の
実
現
に
よ
り
、
子

ど
も
た
ち
が
平
等
に
学
べ
る
環
境
を
整
備
し
、
創

造
性
や
情
報
活
用
力
を
養
う
と
と
も
に
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ

を
効
果
的
に
使
い
こ
な
せ
る
教
職
員
の
育
成
に
努

め
て
ほ
し
い
。

４
． 

魅
力
あ
る
健
康
延
伸
事
業
の
推
進

　
急
速
に
進
展
す
る
高
齢
化
の
中
で
、
生
活
習
慣
、

食
生
活
、
運
動
に
よ
る
健
康
維
持
・
増
進
に
向
け

た
積
極
的
な
事
業
の
展
開
と
疾
病
・
介
護
予
防
に

特
化
し
た
事
業
の
推
進
に
よ
る
健
康
寿
命
の
延
伸

な
ら
び
に
若
年
層
の
健
康
へ
の
意
識
改
革
・
高
揚

に
繋
が
る
魅
力
あ
る
事
業
を
推
進
し
て
ほ
し
い
。

５
． 

さ
ら
な
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
利

用
促
進

　
高
齢
者
や
障
が
い
者
、
学
生
や
児
童
の
交
通
弱

政策提言書を提出
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一

般

質

問

（
町
長
）
町
独
自
の
排
水
ポ
ン
プ
や
、

遊
水
池
に
つ
い
て
も
検
討
し
て
い
く

（
町
長
）
感
染
対
策
支
援
で
は
他
市
町

村
と
連
携
し
て
国
に
働
き
か
け
る
。
国

保
制
度
を
持
続
的
に
運
営
し
て
い
く

遠藤真由美

峯田　　博

質問

避
難
勧
告
や
避
難
指

示
な
ど
の
緊
急
時
に

サ
イ
レ
ン
使
用
の
検
討
は
。

答弁

特
定
地
域
に
限
定
し

た
設
定
が
困
難
で
あ

り
、
新
た
な
整
備
は
難
し

い
。
情
報
発
信
ツ
ー
ル
に

よ
る
周
知
と
、
発
信
の
強

化
に
努
め
て
い
く
。

質問

水
門
を
閉
め
た
と
い

う
情
報
を
知
る
こ
と

が
で
き
れ
ば
、
危
機
感
を

持
っ
て
早
め
の
行
動
が
で

き
た
。
今
後
、
防
災
放
送

や
メ
ー
ル
な
ど
で
発
信
は

可
能
か
。

答弁

閉
め
た
と
い
う
情
報

も
対
応
と
し
て
重
要

で
あ
る
。
今
後
、
国
と
も

連
携
を
図
り
、
調
整
し
な

が
ら
検
討
し
て
い
く
。

豪
雨
災
害
で
の
町
民
の
不
安
を

 

和
ら
げ
る
今
後
の
対
策
を

質問

災
害
後
の
情
報
伝
達

に
つ
い
て
、
い
ち
早

く
対
応
し
て
い
た
だ
い
た

が
、
消
毒
液
の
支
給
に
つ

い
て
は
「
床
上
浸
水
」
の

み
で
あ
っ
た
。
床
下
浸
水

で
も
も
ら
え
る
こ
と
や
、

土
日
も
役
場
の
警
備
員
室

で
受
け
取
れ
る
こ
と
な
ど

は
電
話
で
確
認
し
て
わ

か
っ
た
。
せ
っ
か
く
の
迅

速
な
対
応
も
説
明
不
足
が

町
民
の
不
満
に
繋
が
る
の

で
は
。

答弁

当
時
の
状
況
が
混
乱

し
て
い
た
こ
と
も
あ

る
。
今
後
に
生
か
し
て
い

き
た
い
。

質問

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の

想
定
雨
量
は
。

答弁

１
０
０
０
年
に
１
度

程
度
発
生
す
る
確
率

の
２
日
間
雨
量
２
９
５
ミ

リ
メ
ー
ト
ル
を
想
定
。

質問

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
対

策
で
生
業
や
生
活
支

援
の
拡
充
を
他
市
町
村
と

連
携
し
て
国
に
要
求
を
。

答弁

他
市
町
村
と
連
携
し
、

さ
ら
な
る
追
加
の
支

援
策
、
特
に
財
政
支
援
を

働
き
か
け
て
い
く
。

質問

Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
の
拡
大

を
。

答弁

検
査
は
県
の
支
援
策
。

現
在
、
県
か
ら
情
報

が
入
っ
て
い
な
い
。
町
で

は
検
討
を
行
っ
て
い
な
い
。

国保税
など

災
害
対
策
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

 

感
染
対
策
、
国
保
税
な
ど
の
減
免
は

質問

感
染
者
へ
の
誹
謗
・

中
傷
の
対
策
は
。

答弁

い
か
な
る
理
由
で

あ
っ
て
も
、
差
別
的

な
扱
い
を
受
け
る
と
い
っ

た
こ
と
は
断
じ
て
あ
っ
て

は
な
ら
な
い
。
防
止
に
努

め
て
い
く
。

質問

国
保
税
18
歳
以
下
の

均
等
割
の
免
除
。
高

校
３
年
ま
で
の
医
療
費
無

料
化
を
。

答弁

世
帯
の
所
得
に
応
じ

て
、
軽
減
が
受
け
ら

れ
る
制
度
と
な
っ
て
お
り
、

担
税
力
に
応
じ
た
負
担
と

な
る
仕
組
み
と
な
っ
て
い

る
。
高
３
ま
で
の
無
料
化

に
つ
い
て
は
県
を
介
し
て

国
に
継
続
し
て
要
望
し
て

い
く
。
山
形
市
の
取
り
組

み
と
連
携
し
て
実
施
を
検

討
す
る
が
、
効
果
的
な
子

育
て
支
援
策
を
実
現
す
る

た
め
総
合
的
に
判
断
す
る
。

質問

被
災
後
の
大
量
の
泥

に
、
衛
生
面
か
ら
も

不
安
の
声
が
多
数
あ
る
が
。

答弁

県
内
各
地
で
災
害
が

起
き
た
た
め
、
清
掃

車
の
確
保
の
め
ど
が
つ
き

し
だ
い
側
溝
の
清
掃
を
実

施
し
て
い
く
。

質問

小
学
校
か
ら
「
お
迎

え
」
メ
ー
ル
が
届
い

た
が
、
時
間
帯
に
よ
っ
て

は
す
で
に
水
位
が
上
が
り
、

そ
の
後
、
お
迎
え
や
家
に

帰
る
の
も
困
難
な
地
域
が

あ
っ
た
よ
う
だ
が
。

答弁

場
合
に
よ
っ
て
は
、

学
校
で
の
宿
泊
に
よ

る
安
全
確
保
も
視
野
に
、

事
前
の
想
定
を
で
き
る
だ

け
万
全
に
し
て
取
り
組
ん

で
い
く
。

ガードレール上部まで冠水
した大門町６丁目付近

豪雨対策

感染予防対策の徹底を
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質問

山
辺
町
内
で
感
染
者

が
発
生
し
た
場
合
の

対
応
は
。

答弁

保
健
所
の
指
導
の
下

に
各
自
で
消
毒
作
業

の
対
応
を
し
、
県
の
対
策

協
議
会
の
指
導
の
下
に
関

係
機
関
と
連
携
を
図
り
、

い
じ
め
、
差
別
の
被
害
に

あ
わ
な
い
よ
う
、
感
染
症

に
対
す
る
正
し
い
理
解
を

得
る
よ
う
に
努
め
る
。

質問

冠
水
後
の
住
宅
の
メ

ン
テ
ナ
ン
ス
は
。

コロナ感染
と大雨対策

第
二
波
に
む
け
て
の
コ
ロ
ナ
支
援
と

 
７
月
末
の
大
雨
に
よ
る
災
害
対
応
は

（
町
長
）
経
済
支
援
な
ら
び
に
感
染
拡

大
防
止
に
努
め
、
広
報
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
な
ど
で
情
報
発
信
を
行
っ
て
い
く

答弁

罹り

災
証
明
を
受
け
た

住
宅
に
限
り
、
修
繕

工
事
に
対
し
補
助
を
実
施

す
る
。

　
県
の
要
綱
に
沿
っ
て
、

工
事
費
の
30
％
も
し
く
は

45
万
円
の
い
ず
れ
か
の
低

い
額
を
補
助
し
よ
う
と
検

討
し
て
い
る
。

質問

大
雨
災
害
の
ご
み
処

理
の
対
応
は
。

答弁

粗
大
ご
み
の
処
分
費

用
に
つ
い
て
は
、
町

民
生
活
課
に
て
罹り

災
証
明

の
申
請
と
粗
大
ご
み
収
集

の
申
し
込
み
を
い
た
だ
く

こ
と
に
よ
り
、
通
常
の
粗

大
ご
み
収
集
時
に
無
料
で

の
収
集
を
行
っ
た
。
山
形

広
域
環
境
事
務
組
合
の
処

理
施
設
へ
の
自
己
搬
入
に

対
し
て
は
減
免
措
置
を
実

施
し
た
。
床
下
浸
水
又
は

屋
外
に
お
い
て
は
清
掃
、

乾
燥
を
旨
と
し
、
床
上
浸

水
の
被
災
者
に
は
県
の
施

策
に
従
い
、
町
の
補
助
要

綱
の
決
定
に
よ
り
補
助
を

行
う
。
ま
た
県
か
ら
の
義

援
金
も
被
災
者
に
支
給
す

る
予
定
で
あ
る
。

質問

防
災
の
緊
急
時
に
お

け
る
各
課
の
連
携
は
。

答弁

電
話
の
た
ら
い
回
し

を
防
ぐ
た
め
に
対
応

グ
ル
ー
プ
を
編
成
し
、
窓

口
を
一
本
化
し
て
い
る
。

佐藤　利和

質問

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
に
対
す
る

不
安
は
、
あ
ら
ゆ
る
も
の

に
、
か
つ
て
無
か
っ
た
大

き
な
ス
ト
レ
ス
と
停
滞
、

萎
縮
、
後
退
を
も
た
ら
し

て
い
る
。

　
自
粛
の
ベ
ー
ル
に
包
ま

れ
て
い
る
町
内
会
や
地
域

の
活
動
、
こ
の
先
の
行
動

活
動
指
針
は
、
誰
が
ど
の

よ
う
な
基
準
で
示
す
の
か
。

　
緊
急
事
態
宣
言
、
自
粛
、

新
生
活
様
式
と
、
言
わ
ば

一
方
通
行
で
発
出
し
、
再

開
の
判
断
を
人
々
に
委
ね

て
い
る
曖
昧
な
現
状
を
、

町
も
一
歩
前
に
進
め
る
た

め
に
率
先
垂
範
、
活
動
再

開
に
取
り
組
ん
で
い
く
べ

き
で
は
な
い
か
。

答弁
「
新
し
い
生
活
様
式
」

の
周
知
を
行
っ
て
い

る
。
催
事
な
ど
イ
ベ
ン
ト

の
再
開
は
、
国
や
県
の
基

新生活
様式

新
生
活
様
式
の
取
り
組
み
方

 

地
域
団
体
な
ど
の
活
動
再
開
は

（
町
長
）
団
体
の
判
断
で
の
対
応

活
動
復
活
を
期
待
し
て
い
る

準
に
従
っ
て
対
応
し
て
い

る
。

　
地
域
団
体
で
の
活
動
再

開
は
、
感
染
予
防
策
の
徹

底
を
図
り
な
が
ら
、
団
体

の
判
断
に
よ
る
対
応
を
お

願
い
し
、
こ
れ
ま
で
の
活

動
を
原
動
力
と
し
た
復
活

を
期
待
し
て
い
る
。

質問

テ
レ
ワ
ー
ク
な
ど
が

浸
透
し
て
い
る
。
過

去
に
、
全
国
に
先
駆
け
て

テ
レ
ワ
ー
ク
に
取
り
組
ん

だ
市
町
村
の
一
つ
と
し
て
、

新
し
い
姿
の
「
田
舎
は
も

う
す
ぐ
ト
ッ
プ
ラ
ン

ナ
ー
」
に
再
度
チ
ャ
レ
ン

ジ
し
て
い
く
考
え
は
な
い

か
。

答弁

移
住
定
住
の
観
点
か

ら
、
テ
レ
ワ
ー
ク
に

必
要
な
情
報
通
信
環
境
整

備
は
、
出
来
て
い
る
。
一

つ
の
起
点
、
大
き
な
キ
ー

ワ
ー
ド
と
し
て
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
。

武田啓一郎

山野辺玉虫ふるさと保全の会の花いっぱい
運動も、大人だけで活動継続を願った…

東高楯地内の冠水した駐車場
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一

般

質

問

（
町
長
）
避
難
者
が
安
心
し
て
時
間
を

過
ご
せ
る
よ
う
に
対
応
を
考
え
て
い
く

（
町
長
）
変
化
に
対
応
し
よ
り
効
果

的
・
効
率
的
な
財
政
運
営
の
仕
組
み

に
改
変
し
て
い
く

斉藤　昭彦

安達　春彦

質問

こ
の
た
び
の
避
難
所

開
設
は
、
コ
ロ
ナ
感

染
症
拡
大
防
止
を
考
え
て

避
難
所
を
開
設
し
た
が
、

注
意
事
項
・
反
省
点
は
。

ま
た
、
災
害
本
部
か
ら
の

連
絡
手
段
は
。

答弁

受
付
で
の
避
難
者
名

簿
の
記
載
の
ほ
か
、

健
康
観
察
シ
ー
ト
へ
の
記

載
、
検
温
の
実
施
、
手
指

消
毒
の
励
行
な
ど
を
行
っ

た
。
ペ
ッ
ト
同
伴
者
や
要

①
災
害
時
の
避
難
所
運
営
は

②
内
水
氾
濫
防
止
用
の
排
水
水
中
ポ
ン
プ
設
置
を

配
慮
者
へ
の
対
応
な
ど
今

回
の
避
難
所
で
の
対
応
を

十
分
精
査
し
、
感
染
症
予

防
対
策
も
含
め
、
さ
ら
な

る
検
討
を
進
め
職
員
訓
練

を
実
施
す
る
。
ま
た
、
災

害
本
部
か
ら
各
避
難
所
へ

の
情
報
伝
達
は
、
消
防
団

に
配
備
し
て
い
る
無
線
機

を
各
避
難
所
に
１
台
ず
つ

配
備
し
、
運
営
状
況
や
不

足
物
品
の
補
充
な
ど
さ
ま

ざ
ま
な
対
応
を
行
っ
て
い

る
。

質問

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
は
、
経
済
・
仕
事
・

生
活
に
、
非
常
に
大
き
な

影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
。

特
に
失
業
は
自
殺
者
や
死

亡
率
の
増
加
に
つ
な
が
る

学
術
デ
ー
タ
が
あ
り
、
経

済
活
動
の
停
滞
が
人
を
自

殺
に
追
い
込
む
可
能
性
す

ら
あ
る
。
こ
の
点
で
も
や

れ
る
手
立
て
は
最
大
限
講

じ
る
べ
き
で
は
。

答弁

生
活
、
経
済
、
農
業

の
支
援
策
に
加
え
、

感
染
予
防
策
で
構
成
さ
れ

た
町
独
自
の
支
援
策
を
第

1
〜
4
弾
ま
で
実
施
。

　
今
後
も
町
の
経
済
回
復

に
向
け
た
支
援
策
の
検
討

を
行
っ
て
い
く
。

質問

財
政
調
整
基
金
を
十

分
に
備
え
ら
れ
て
い

る
状
況
で
は
な
い
中
、
何

に
投
資
し
費
用
削
減
す
る

新型コロナ
対策

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策

と
財
政
調
整
基
金
の
活
用
方
針
は

方
針
か
。

答弁

医
療
や
介
護
、
教
育
、

交
通
、
災
害
対
応
の

サ
ー
ビ
ス
提
供
を
行
う
一

方
で
、
事
務
事
業
の
徹
底

し
た
見
直
し
や
起
債
借
り

入
れ
を
伴
う
普
通
建
設
事

業
な
ど
を
抑
止
し
、
歳
入

歳
出
の
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ

た
財
政
基
盤
の
確
立
を
目

指
す
。

質問

社
会
が
変
わ
っ
た
中

で
も
基
本
理
念
を
貫

く
た
め
に
「
６
つ
の
施
策

大
綱
」
や
「
各
種
事
務
事

業
」
の
方
針
を
「
ウ
ィ
ズ

コ
ロ
ナ
」
に
軌
道
修
正
す

る
議
論
が
必
要
で
は
。

答弁

コ
ロ
ナ
対
策
と
両
輪

で
進
め
て
い
く
必
要

が
あ
る
。

質問

こ
れ
ま
で
の
支
援
策

で
は
雇
用
の
維
持
支

援
、
収
入
支
援
が
重
点
的
。

雇
用
支
援
や
雇
用
を
伴
う

事
業
を
起
案
、
そ
れ
に
よ

る
歳
入
確
保
、
他
方
で
社

会
的
距
離
の
反
面
で
孤
独

を
感
じ
や
す
い
状
況
に

な
っ
た
中
で
の
オ
ン
ラ
イ

ン
施
策
な
ど
、
財
政
調
整

基
金
を
活
用
し
当
町
独
自

で
実
施
は
で
き
な
い
か
。

答弁

財
政
調
整
基
金
な
ど

の
基
金
を
活
用
し
な

が
ら
、
経
済
支
援
、
感
染

予
防
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
施

策
を
講
じ
て
い
く
。

　
黒
板
な
ど
を
利
用
し
、

随
時
町
内
の
状
況
を
お
知

ら
せ
す
る
よ
う
に
し
た
い
。

テ
レ
ビ
配
備
は
今
後
検
討

す
る
。

質問

須
川
近
隣
の
内
水
氾

濫
を
防
ぐ
た
め
に
、

町
独
自
の
排
水
水
中
ポ
ン

プ
設
置
を
考
え
て
い
な
い

の
か
。

答弁

町
独
自
の
排
水
ポ
ン

プ
は
必
要
と
の
認
識

で
い
る
た
め
、
配
備
を
検

討
す
る
。

　
排
水
ポ
ン
プ
が
配
備
さ

れ
る
と
水
害
を
す
べ
て
防

げ
る
も
の
で
は
な
く
、
あ

く
ま
で
被
害
の
軽
減
の
た

め
で
あ
る
。

山辺温泉の冠水した駐車場西側

避難所
運営

子ども達の未来につなぐ中長期的な事業計画を
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質問

７
月
28
日
の
大
雨
災

害
で
、
当
町
も
大
き

な
被
害
を
受
け
た
が
、
人

的
被
害
を
食
い
止
め
ら
れ

た
の
は
、
高
齢
者
や
要
介

護
者
な
ど
避
難
弱
者
を
対

象
と
し
た
福
祉
施
設
の
連

携
や
、
日
頃
の
避
難
行
動

の
準
備
に
よ
る
も
の
と
思

う
。
し
か
し
、
そ
の
機
能

は
十
分
に
果
た
さ
れ
た
の

だ
ろ
う
か
。
そ
の
く
く
り

か
ら
は
み
出
て
い
る
方
々

へ
の
対
策
は
万
全
だ
っ
た

の
だ
ろ
う
か
。

　
居
宅
要
介
護
者
、
在
宅

酸
素
療
養
者
、
医
療
的
ケ

ア
（
児
）
者
、
妊
産
婦
。

乳
児
、心
身
障
が
い
（
児
）

者
、
病
弱
者
な
ど
、
在
宅

し
て
い
る
弱
者
は
少
な
く

な
い
。
既
往
症
を
抱
え
る

方
々
を
、
一
般
的
な
避
難

所
へ
避
難
さ
せ
る
こ
と
は

正
し
い
対
応
な
の
だ
ろ
う

か
。
し
か
も
新
型
コ
ロ
ナ

災害・福祉

災
害
時
避
難
行
動
要
配
慮
者
へ
の

 

福
祉
避
難
所
の
拡
充
を

（
町
長
）
困
難
で
あ
る
が
、
貴
重
な

意
見
と
し
て
受
け
止
め
た
い

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
収
束

を
見
な
い
今
、
感
染
の
リ

ス
ク
や
重
症
化
も
懸
念
さ

れ
る
。

　
こ
れ
ら
を
踏
ま
え
、
災

害
弱
者
・
避
難
弱
者
で
あ

る
要
配
慮
者
へ
、
福
祉
避

難
所
と
し
て
宿
泊
施
設
な

ど
を
開
設
す
る
考
え
は
。

答弁

町
内
に
は
宿
泊
施
設

が
な
い
こ
と
も
あ
り
、

困
難
で
あ
る
が
、
要
配
慮

者
の
家
族
に
も
垂
直
避
難

や
分
散
避
難
を
含
め
、
お

願
い
し
た
い
。

質問

宿
泊
施
設
が
な
い
こ

と
は
承
知
し
て
い
る
。

要
配
慮
者
の
家
族
は
垂
直

避
難
も
分
散
避
難
も
す
で

に
行
っ
て
い
る
。
米
沢
市

な
ど
の
他
の
自
治
体
で
は
、

実
際
に
福
祉
避
難
所
の
協

定
を
結
ん
で
い
る
事
例
が

あ
る
。
連
携
中
枢
都
市
圏

で
は
ど
う
か
。

答弁

連
携
中
枢
都
市
圏
で

は
こ
れ
ま
で
行
っ
た

こ
と
が
な
い
の
で
、
現
段

階
で
は
難
し
い
。

竹俣　　朋

質問

こ
の
た
び
の
災
害
で

自
主
防
災
組
織
と
町

と
の
関
わ
り
は
。
ブ
ロ
ッ

ク
協
議
会
と
の
連
携
は
。

答弁

自
主
防
災
組
織
が
独

自
で
地
区
を
回
り
、

被
害
状
況
を
町
に
報
告
い

た
だ
い
た
と
こ
ろ
も
あ
っ

た
。「
公
助
」
で
は
行
き

届
か
な
い
部
分
を
地
域
で

補
う
「
共
助
」
に
期
待
し

て
い
る
。
ま
た
、
ブ
ロ
ッ

ク
協
議
会
は
防
災
活
動
に

特
化
し
た
組
織
で
は
な
い

た
め
、
直
接
的
な
関
わ
り

は
な
か
っ
た
。

質問

自
主
防
災
組
織
の
非

組
織
地
区
へ
再
度
呼

び
か
け
る
考
え
は
。

答弁

１
０
０
％
を
望
む
が
、

地
域
に
よ
り
高
齢
化

や
人
口
減
少
な
ど
も
あ
る

の
で
、
複
数
地
域
で
の
組

地域力
強化

山
辺
町
の
自
主
防
災
組
織
、

 

ブ
ロ
ッ
ク
協
議
会
の
あ
り
方
は

（
町
長
）
自
主
防
災
組
織
と
ブ
ロ
ッ
ク
協
議

会
の
連
携
し
た
取
り
組
み
を
提
案
し
て
い
く

織
化
や
、
ブ
ロ
ッ
ク
協
議

会
に
組
み
込
む
な
ど
呼
び

か
け
て
い
き
た
い
。

質問

今
後
の
ブ
ロ
ッ
ク
協

議
会
の
あ
り
方
や
、

理
想
は
。

答弁

町
内
会
同
士
『
つ
な

が
り
』
を
も
つ
こ
と

が
将
来
の
力
に
な
る
と
思

う
。
ブ
ロ
ッ
ク
協
議
会
の

活
動
で
防
災
関
連
事
業
に

は
、
運
営
報
奨
金
を
全
額

交
付
し
防
災
活
動
を
促
し

て
い
る
。
自
主
防
災
組
織

と
の
関
わ
り
を
強
化
し
た

い
。

質問

ブ
ロ
ッ
ク
協
議
会
の

組
織
内
へ
の『
防
災
』

と
い
う
位
置
付
け
を
。

答弁

各
地
域
で
温
度
差
が

あ
る
よ
う
だ
。
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
行
き
着
く

と
こ
ろ
は
災
害
対
応
に
な

る
と
思
う
。
規
約
な
ど
の

提
案
も
さ
せ
て
も
ら
う
が
、

強
制
で
な
い
こ
と
を
前
提

で
お
願
い
す
る
し
か
な
い
。

地
域
の
実
情
に
合
わ
せ
対

応
し
て
も
ら
う
。

渡邉　裕二

一人ひとりの意識で災害に強い町に

福祉避難所の開設を待つ要配慮者
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